
  



 

 

 

津
軽
の
文
学
の
祖
・
建
部

た

け

べ

綾あ

や

足た

り

展 
 

建
部
綾
足
（
享
保
４
年
～
安
永
３
年
）
は
、

江
戸
時
代
中
期
、
山
鹿
素
行
の
血
を
引
く
弘

前
藩
の
家
老
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
か

ら
文
武
の
英
才
、
才
気
煥
発
、
ま
た
美
貌
で

も
あ
っ
た
が
、
20
歳
の
年
、
兄
嫁
と
通
じ
て

駆
け
落
ち
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
故
郷

を
出
奔
。
56
歳
で
江
戸
で
没
す
る
ま
で
身

の
置
き
所
も
人
間
関
係
も
変
遷
し
つ
づ
け

な
が
ら
、
俳
人
・
歌
人
・
読
本
作
者
・
国
学

者
・
画
家
と
し
て
、
多
彩
に
激
し
く
生
き
た
。 

 

本
展
は
、
津
軽
に
お
け
る
「
文
学
の
祖
」

（
小
野
正
文
『
続
北
の
文
脈 

青
森
県
人
物

文
学
史
』
）
と
い
わ
れ
る
建
部
綾
足
に
か
か

わ
る
著
作
を
中
心
に
展
示
し
、
そ
の
魅
力
を

紹
介
す
る
。 

建部綾足肖像画 画・北尾重政 

建部綾足 『本朝水滸伝』 安永 2 年 
 

中国の『水滸伝』の翻案で、壮大なスケールの物語。 

曲亭馬琴が「今のよみ本の嚆矢
こ う し

也」（読本の先駆け）と評価した。 

弘前市立弘前図書館蔵 

工藤正廣  

『片歌紀行 今に生きる建部綾足』 

未知谷 平成 17 年 11 月 10 日 
 

津軽出身の異才・建部綾足の足跡を同郷

の詩人がたどる紀行エッセイ 50 章。 

長部日出雄 『未完反語派』 

福武書店 昭和 57 年 12 月 15 日 
 

建部綾足の生涯を素材とした長部日出雄

の長編小説。 

建部綾足文学碑拓本 

「笠ほとな庵とおもへはつしくれ 凉帒」 書・横山武夫 
 

文学碑は昭和 36 年 9 月 25 日、弘前市の長勝寺境内に綾足

会が建立した。綾足が江戸浅草に吸露庵を設けた時、住所

変更通知として披露した句が刻まれている。 


